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論 文 内 容 の 要 旨

骨格筋のうち, 発生の最も遅い下腿筋 (排腹筋) における運動神経終板の発生を B ielschausky 氏軸索

鍍銀法鈴木氏変法を用いて追求し, 終板部に現われる核の由来を究明するとともに筋の発生をあわせ観察

した｡

未熟筋線維 はその核が中軸位にあり筋管 M yotube と呼ばれるが, 筋管の内に Schaffer のいわゆる

P hysiologische D egeneration (Sarkolyse) に該当すると思われる所見, すなわち筋管壁の肥厚均質化,

中心原形質柱の幅の増大, 筋核の増加および変形, 筋管の分節崩壊する所見を示すものを認めたが, 一方,

少量の原形質を伴なって筋管を抜け出す核も認められ Sarkolyse が必ずしも変性を意味するものではな

いように思われる｡

骨髄筋の損紋形成は胎生11週で, 筋核の偏在位移行は16遇で認められたが, かくして筋線維が成熟線維

としての形態を具える17週頃, 神経線維の終末に輪廓不鮮明な小終網とそれに隣 りあう1 - 2個のシュワ

ン細胞が出現し筋線維と接するのを認め, これが原始終板であると考えた｡

胎生16週までの運動神経は, 未熟筋線維と混在混走するだけであり両者間の確たる形態学的結合関係を

証明し得なかった ｡ なお, 発生初期の神経束は疎であり, 各神経線維は繊細で糸がもつれ合 うように走 り,

さらにその末梢部は乱雑にいろいろな方向に解散し伸長しているのを認めるが, この所見は神経切断縫合

実験で認められる神経再生所見に酷似している｡

神経終板内の終板は胎生全期を通じて 1 - 2本のものが多いが, その終網は胎生17週では漠然とした雲

状の輪廓不明な小塊であるが, 28遇頃には輪廓が割合に明白となり, 36週以後には濃縮して硬い感じの輪

廓を示す｡ この終網の濃縮傾向は神経終板の成熟を示す一つの指標であるように思われる｡

終板内に見られるいわゆる終板核には球形に近い核が多 く, 筋核のように淡染せず, 細長 くないこと,

そして染色態度がシ- ワン核に似て多少頼粒状を呈すること, さらに発生途上において筋核と直接接触を

もつ神経終末が発見されないこと等から, 終板核はシュワン核に由来する核であると考えたほうがよいの

- 1 5 9 -



ではないかと思われ, 筋核は終板部近傍にたまたま現われることはあっても集族する傾向は認め難 く思わ

れた｡

胎動を観察した文献を分析し, これを組織学的所見において考察し, 3 種に分頬した｡

第 1 期 (胎生 6 - 8 週) :筋原性胎動を思わせる時期｡ 子宮外妊娠開腹術に際しての観察によると頭尾

長 2 .2cm や 4cm の人肺四肢の緩慢な往復運動や煽動が認められ, 子宮鏡ではかなり速い律動的振子運動

が認められ, 組織培養による筋線維が律動的に自発的に収縮を営むことから考えて, 上記の胎動は筋原性

であろうと思われる｡

第 2期 (胎生 9 - 16遇) :神経原性胎動への移行期｡ 子宮鏡所見で第 1期胎動と似た胎動も認められる

が, 時 速々かに反射様に動いてお り, 筋原性, 神経原性胎動の混在を思わせる｡ -また 5 .5cm 胎児に軽い

振動を加えて四肢の運動を誘発したとの報告 , 7cm 胎児の手掌に触れて同上肢の内転と回旋を認めたとの

報告があり, 知覚神経終末, 運動神経終末を含む反射弓が形成された結果であろうかとも思われるが, 普

者の方法によっては運動神経終末を証明し得なかった｡ しかし11遇頃から筋層内神経束の周囲に著明なシ

ュワン細胞蛸集を認め, かつ追跡不能な神経末端もあり, 神経筋接合が成立しているのでないかと思わ謹1

る｡

第 3 期 (17遇以後) :神経原性胎動期｡ 強力な胎動が母体に認知されるようになり, 逃避反射も認めら

れる｡ 前述のごとく組織学的にも運動神経終板を証明し得た｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

横紋筋における運動神経終末の発生に関し, 終板の発生様式, 発生時期, 終板構成要素の解釈について

は見解の一致を欠 く点が少 くない｡ よって著者は胎生10遇から36週にいたる人の死胎14体および新生児の

死体 1体の骨格筋のうち, 発生の最も遅い下腿筋における運動神経終板の発生を軸索鍍銀法およびH - E

染色法を用いて追究し, 終板部に現われる核の由来を究明するとともに筋発生との関係をもあわせ観察し

た｡

その結果胎生10週ですでに筋組織群は筋間神経束から神経束の供給を受けているが, 原始終板の形成は

17週のころであることが知られた｡ この原始終板は36週ころに成熟する｡

終板部に現われる核数は 2 1- 3 個であり, その形, 染色状態からシ早ワン細胞に由来する核であろうと

推定された｡

著者はまた胎児の胎動 と神経発生との関係につき検討し, 第 1期 (胎生 6 - 8 週) の胎動は筋原性, 第

2期 (胎生 9 - 16週) の胎動は筋原性, 神経原性胎動の混在, 第 3 期 (17週以後) の胎動は神経原性であ

ろうと推論した｡

このように本研究は学術上有益なものであり医学博士の学位論文として価値あるものと認定するb
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